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卒業・就職・入学のシ ーズンです。春の陽気 が新しい一歩 を踏み だす皆さんを

祝福するかの ようで す。  

現在会員登録数 3,689 人さま。次号は４ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●「第 18 回  国際グリム賞  贈呈 式・記 念講演会」  

オンラインで 開催し た、「第 18 回  国際グ リム賞  贈呈 式・記 念講演会」を 、

当財団 YouTube 公式チャンネルで 公開し ました。  

記念講演  「 21 世紀における中国児 童文学 の創作と研究 の潮流 」  

 講  師： <受賞者 > 朱自強  教授  （中国 海洋大学教授 ）  

 日本語字幕 ：浅野 法子さん（大 阪成蹊 短期大学准教 授）  

 ＊こちらか らご覧 ください↓  

 https://youtu.be/rFrmSeXxuhw 

 

●  特別講演「お話 の 種の育て方 」（第 38 回  日産  童話と絵本 のグランプリ ） 

「第 38 回  日産  童話 と絵本のグラ ンプリ」表彰式で実施 した特 別講演「お 話

の種の育て方 」を、 当財団 YouTube 公式チャンネルで 公開し ました。  

特別講演「お 話の種 の育て方」  

 講  師：富安 陽子さ ん（童話作家 、「日産  童話と絵本の グラン プリ」審査員）  

 ＊こちらか らご覧 ください↓  

 https://youtu.be/0hvIFhcmlkQ 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

 

https://youtu.be/rFrmSeXxuhw
https://youtu.be/0hvIFhcmlkQ
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html


●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

 https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『ぼくたちの スープ 運動  小さな 思いや りが世界を変 える！ 』  ベン・デ イ

ヴィス /著  渋谷弘 子 /訳  評論社  2022年 2月  対象年齢：中 学 生以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

あらすじ： 13歳のジョーダンは、 がんを 克服して退院 し、転 校して新しい 中

学校に通って いるが 、入院中の親 友リオ を恋しく思っ ている 。リオはジョ

ーダンに「ミ ツヴァ ー」を実践し ている と言い、それ は人に いいことをす

ることだと言 う。ジ ョーダンは転 校先の 中学で自分も いいこ とをしよう

と、ママが昼 食に作 ってくれたス ープを 自分が飲まな かった のでホームレ

スの人のテン ト前に 置いておく。 そこか ら姉や級友を 巻き込 んでホームレ

スの人へのス ーププ レゼントの輪 が広が っていく。  

 

Ｔ ： 小 さ な 活 動 が ど ん ど ん 広 が っ て 市 民 運 動 に な っ て い く 様 子 を 興 味 深 く 読

みました。  

Ｙ：私が一 番おもし ろかったのは 、ジョ ーダンのリオ との過 去（「ぼ くの病院

日 記 」） と 新 し い 学 校 で の 体 験 が 交 互 に 出 て く る と い う 巧 み な 構 成 で し た 。 

Ｔ：それが最 後に一 つになる。う まいで すね。  

Ｙ：もう一 つ、最近 は 、グレタ・トゥーン ベ リさんやマラ ラ・ユス フザイさん

の よ う に 、 子 ど も た ち が 社 会 に 向 か っ て 運 動 を す る こ と が 注 目 さ れ て い ま

すが、この作品も「 ス ープ運動」という タイ トルにあるよ うに、ジ ョーダン

た ち が ホ ー ム レ ス の 人 た ち の 問 題 に か か わ り 、 改 善 の た め に 闘 う 姿 が 描 か

れていると思 いまし た。  

Ｔ ： そ れ を 応 援 す る 校 長 先 生 が ヒ ッ ピ ー 世 代 で 、 市 民 運 動 に か か わ っ て い た

ような人物と して描 かれています 。  

Ｙ ： ホ ー ム レ ス の ハ リ ー は イ ラ ク 戦 争 で 親 友 と 自 分 の 片 足 を 失 い 、 Ｐ Ｔ Ｓ Ｄ

になっていま す。こ の作品の背景 に「戦 争」も描かれ ていま す。  

Ｔ ： ジ ョ ー ダ ン が ハ リ ー に 出 会 っ た き っ か け は 、 ジ ョ ー ダ ン を い じ め る ウ ィ

ル で す 。 ウ ィ ル が い る こ と で ジ ョ ー ン は 苦 し み ま す が 、 自 分 が が ん で あ っ

た こ と を 最 初 に 告 げ る 相 手 が ウ ィ ル だ と い う と こ ろ が ス ト ー リ ー を お も し

ろ く し て い ま す 。 そ し て 、 そ こ で ウ ィ ル が い じ め て い る 理 由 が わ か る と い

う 展 開 も 、 い い 子 と 悪 い 子 が い る と い う 描 か れ 方 で は な く 、 納 得 し て 読 み

ました。  

Ｙ：このスープ運動 が 広がったのは、ジョ ー ダンのお姉さ んのア ビの力です。  

Ｔ：病気の子 どもがい る家族のきょ うだい は、本当にた いへんで す。そんな中

で 、 ス ー プ 運 動 を 撮 影 し て 発 信 す る こ と で 、 ア ビ は 自 己 実 現 を し て い き ま

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


す。  

Ｙ：とっても 現代的で すね。病室で 親友にな ったリオが、自分の病 気を見つめ

ながらジョー ダンと 深い絆を結ぶ 様子も 心に残りまし た。  

Ｔ：作者は「 コメディ アンとして活 動した り、放送作家 として台 本を書いたり

していた」（ 著者紹介 ）とのこと。会話がユ ーモラスで、深刻 な テーマを興

味深く読むこ とがで きました。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 79 回「茨海小学 校 」  

 狐の棲む異 界への 迷走  

 

ある日曜、農学校 教師 の〈私〉は、火山標本 を採るためと 野生の 浜茄が群生し

ているという 噂を確 かめるため 、〈海 から 三十里もある 山脈を 隔てた〉茨 海と

いう野原へ出 かけま す。火山標本は半 日か かって何とか 一つ見 つけたものの 、

浜 茄 は 結 局 見 つ け る こ と が で き ま せ ん で し た 。 お 昼 ご 飯 の パ ン を 食 べ る た め

に 水 を 探 し て 歩 き 回 っ て い る と 、 向 こ う の 方 か ら 学 校 の ベ ル の 音 や 子 ど も た

ちのがやがや いう声 が風に乗って 流れて きます。  

 

そちらの方へ 走って いくと、〈私 〉は幾度 も草で拵えた わなに 足をとられて 倒

れ込みます。仕掛 けた のはきつねの 子ども たちで、そこは〈茨 海 狐小学校〉で

した。〈黄金い ろ〉の 眼をした狐の 校長先 生と会った〈私〉は、午後の授業を

参観すること になり ます。第一学 年は修身 と護身、第二 学年は狩 猟術、第三学

年は食品化学 で、高度 な内容に〈私〉は感 心 しますが、いずれ も狐 の側から授

業が行われて おり、 次第に〈頭が ぐらぐ ら〉するよう になり ます。  

 

参観を終えて 校長室 に戻った〈私〉に、校 長は火山弾の 寄附を 所望。やむなく

応じた〈私 〉に校長 は〈ではさよ なら〉と い い、私は逃 げるように 狐の学校か

ら立ち去りま す。茨海 の野原に戻っ てよう やく落ち着き ますが 、〈で結局の と

ころ、茨海狐 小学校で は、一体どう いう教育 方針だか、一 向さっぱ りわかりま

せん〉と述べ て物語 は閉じられま す。  

 

授業（行為）の意味 が狐と人間で 逆転す る構造は、「 注文の多 い料理店」を想

起させ、狐 小学校とい う舞台は「 雪渡り」と 同一です。また、物 語 に示されて

いる、これは〈私〉が〈狐にだまさ れたの〉では決してな く、狐小 学校が〈み

んな私の頭の 中にあ った〉と言っても〈 決して偽〉でもな い、〈もしみなさん

が こ れ を 聞 い て そ の 通 り 考 え れ ば 狐 小 学 校 は ま た あ な た に も あ る 〉 と い う 主

張は、童話集 『注文 の多い料理店 』序に 通じると言え ます。  

 

ところで、狐の名 前に いずれも「武」が付 く ことについて は、物語 の舞台とさ

れる実際の地 名（観武 原）との関連や（米地 文夫「賢治寓話『茨海 小学校』と

その背景」2006 年）、作中に登場す る絵雑 誌『幼年画 報』〈に出 ていたたけし 〉

か ら 童 画 家 ・ 武 井 武 雄 が 連 想 さ れ て い ま す （ 続 橋 達 雄 「『 茨 海 小 学 校 』」 1996

年）。し かし、賢治が 弟を通じて原 稿を持 ち込んだとさ れる東 京社の『コ ドモ

ノクニ』は ともかく 、『幼年画報 』への武 井 の作品掲載は これま で確認されて

いません。モダン で洗 練された画風 の『コド モノクニ』とは異 なり 、どちらか

といえば明治 の香気 を残す『幼年 画報』を 賢治が知って おり、作 品中にわざわ



ざ誌名を引い ている ことに興味を 覚えま す。作者はな ぜ『幼年 画報』をわざ わ

ざ 取 り 上 げ た の か 、 こ の 時 代 の 幼 年 雑 誌 群 を 紐 解 き な が ら 考 え て み た い テ ー

マです。 (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『注 文の多 い料理店』に よりま した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ３３  

***************************************************************** 

 

 「きみ、なにして ん の？」  

 「戸をたたこうと 思 ってね。いま 、きた とこ。」  

 「じゃ、ぼくがた た いてあげよう 。」  

 プーは、こうしんせ つにいうと、手 をのば して戸をたた きまし た。それから、  

 「－中略－それに し ても、だれ だか知ら ないけど、この家の ひとは、な んて  

 なかなか出てこな い んだろ。」  

 そうして、プーは 、 もういちど、 戸をた たきました。  

 「でも、プー 。」と コブタがいい ました 。「これ、きみ の家だ よ。」  

 「なんだ！」と、 プ ーはいいまし た。「 そ うだった。ま 、はい ろう。」  

 

（『クマの プーさん』A.A.ミルン /作  石井 桃子 /訳  岩波少年 文 庫  岩波書店  

1988 年 4 月 5 日  第 42 刷  p.124-126）  

 

『クマのプー さん』を 読みなおす機 会があ りました。そ して、こ の場面で思わ

ず笑ってしま いまし た。というの は、自分 が図書館で、あるテー マの本を借り

ようと検索し たら、貸出中だった ので、「 あ、同じよ うなこと に興味がある 人

がいるんだ」と思って 、ふと気づく と自分が 借りていたと いう、プ ーと同じよ

うな経験をし たばか りだったから です。  

 

『 ク マ の プ ー さ ん 』 の ユ ー モ ア に は 、 言 い 間 違 い や 造 語 な ど の 言 葉 の お も し

ろさ（ゾゾ やモモン ガーとミミン ガーな ど）、ナ ンセンス な歌 、発言内容 のお

かしさ、会話 のちぐは ぐ、登場人物 の失敗や むこうみずな 行動な ど、枚挙にい

とまがありま せんが 、今回読んで特に 、「 これって、自分の こ とだ」と思うこ

とが多くあっ てその ことにも笑っ てしま いました。  

 

プーが、フクロ の難し い言葉を使っ てしゃ べり続ける間 、「ええ」と「いいえ」

をかわり番に 返事を していた（ p.85）とい う場面は、人の話 を聞 きながら、ふ

ーっと記憶が 薄れ、他 の事を考えて しまっ ている自分に 気付く ことがあって 、

自分の態度と そっく りだと思いま した。  

 

プ ー と コ ブ タ が 自 分 の 足 跡 に 怖 が り な が ら 木 の 周 り を ぐ る ぐ る 回 り 、 そ れ を

クリストファ ー・ロビンに木の上か ら見ら れているとい う場面（「プ ーとコブ

タが狩りに出 て、も うすこしでモ モンガ ーをつかまえ るお話 」）も、自 分では

気 づ か ず 堂 々 巡 り を し て い る 自 分 と 重 ね 、 ち ょ っ と 身 に つ ま さ れ ま し た が 、

「 お ひ る の 時 間 」 に 気 持 ち を 切 り 替 え る プ ー と 同 様 、 私 も ち ょ っ と お い し い

ものを食べて 元気に なりました 。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 



《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

美術館「えき 」 KYOTO で３月 27 日まで開催 されている「 安野光 雅追悼展  安

野先生のふし ぎな学 校」に行ってき ました 。画家の安野光 雅さん（ 1926-2020）

は 、 復 員 後 、 小 学 校 の 教 師 を さ れ て い た 時 期 が あ る そ う で す 。 こ の 展 覧 会 で

は 、 安 野 さ ん の 作 品 を 「 朝 の 会 」「 こ く ご 」「 さ ん す う 」「 ず こ う ・ お ん が く 」

「しゃかい 」「り か」「 えいご」「終わり の会」「自由研究 」などの 授 業の科目に

見立てて、原 画、ポ スター、装丁 本、書 など約 140 点が紹介 されています 。  

 

「 プ ロ ロ ー グ 」 の 解 説 に は 、 安 野 さ ん が 初 め て ヨ ー ロ ッ パ 旅 行 を し た と き に

出 会 っ た パ リ の 青 年 の 「 勉 強 を す る こ と は イ ン ポ ー タ ン ト で は な い ん だ よ 、

イ ン タ レ ス ト な ん だ よ 」 と い う 言 葉 が 紹 介 さ れ て い ま し た 。 な ん で も 独 学 で

や っ て み た 安 野 さ ん の 作 品 を 通 し て 、 い ろ い ろ な イ ン タ レ ス ト の 種 を 探 し て

みようと書か れてい ます。  

 

絵本の原画は 、 1970～ 90 年代の作品がた くさん展示さ れてい て、そえられ た

文章を読みな がら楽 しめます。「こくご」で 展示されてい たのは『 かげぼうし』

（冨山房  1976 年）で す。寒い冬 の街にい る「マッチ 売りの少 女」と 、黒一色

の切り絵で描 かれた かげぼうしの 国の「 みはり番」の 不思議 な物語です。  

 

「しゃかい」 の『蚤 の市』（童 話屋  1983 年）は、いろ いろな 国の蚤の市で 売

ら れ て い る 、 食 器 や 楽 器 や 野 菜 や 道 具 や お も ち ゃ な ど が 細 か く 描 か れ て い て

見るのが楽し い作品 です。「 りか」の『天 動説の絵本－ てんが うごいていた こ

ろのはなし－ 』（福 音 館書店  1979 年）は、 天動説が信じ られて いた時代、地

動 説 が 受 け 入 れ ら れ る ま で に 起 こ っ た で き ご と に つ い て の 科 学 絵 本 で す 。 平

ら だ っ た 地 面 は 最 後 に は 球 形 に 描 か れ て い ま す 。 ど の 絵 も 、 デ ザ イ ン 化 さ れ

た 植 物 や キ ュ ー ピ ッ ド な ど の イ ラ ス ト で 縁 ど ら れ て い て 、 そ の 美 し さ に 目 を

見張りました 。  

 

当財団のシン ボルマ ーク（牧神の マーク）は安野さんの デザイ ンです。この よ

う な す ば ら し い 絵 を 描 か れ た 安 野 さ ん に デ ザ イ ン し て も ら え た 幸 運 を 心 か ら

うれしく思い ました 。（Ｋ）  

 

美術館「えき 」 KYOTO https://kyoto.wjr-isetan.co.jp/museum/ 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「笑いと反 骨の画 家  田島征彦 展」  

会  期：開催中～５月 14 日（土）まで  

場  所：兵庫県公館  県政資料館展 示室７  

入場料：無料  

主  催：兵庫県企画 県 民部秘書広報 室広報 戦略課  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ぼ く たちのスープ運

動』をプレ ゼントしま す。ご希望 の方は、メ ールで件名「メルマガ  NO.139 プ

レゼント希望 」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番 号・住所  (3)電話番号  (4)メール

アドレス、よ ろしけ れば  (5)このメルマ ガのご感想を お書き のうえ   

office@iiclo.or.jp にお送りくだ さい。  

締切は４月 11 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

近くの公園を ウォー キングしてい て目に したポスター のこと ば。「はな れよ

う。集まれる 日のた めに。」「つけ よう。 はずせる日の ために 。」まさに、こ

のとおりだと 思いま した。自分や 周りの 大切な人を守 るため に、自分自身 が

できることを やって いこうと思い ます。（ ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html  パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html

